
上級 教材 の扱 い方

戸 田 香 魚 子

「上級教材の叛い方」 とい うと,果 してどのようなものが上級教材かと

い うことから始めなければならないが,そ れはこの講座のr上 級段階の教

材』及ぴ,今 までの分冊を参照 していただくことにして,今 回私が取 り上

げた場合は,極 めて狭義に,早 稻田大学の目本語教育の場で,語 学教育研

究所編の中級教科書を終えたと考えられるクラスで使った教材の扱い方 と

解験して頂きたい。現在は,同 じく語学教育研究所(以 下語研 と略)編 の上

級教科書があり,そ れを使用しているクラスもある魁 従来か らの 「言語」

「文学」「教養」3部 門に分かれた教材を使用 しているクラスもある。 これ

から述べるのは,私 が担当した 「教養」 「文学」 の部門に於 ける使用教材

とそれをどう扱 ったかという,現 揚からの報告である。

先ず,早 稲田大学の目本語で,上 級 と呼ばれるクラスが何種類かある。

1学 部 ・大学院生A・Bク ラス

これは,早 稲 田大学の各学部 ・大学院に入学 した留学生が,必 修の外・

国語として選択 しなければならない目本語のクラスで・第1年 度Bク

ラスは週3コ マ。 第2年 度Aク ラスは週2コ マである.欧 米系の学

生もいないわけではないが,台 湾 ・韓国と漢字系の学生が圧倒的に多

いo

H語 研専修生G3ク ラス

目本語のみ学んでいる。週5コ マ,世 界各国からの留学生である。語

研の初級 ・中級 を経 ての学生が多い。
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HI国 際 部 」5酎J71)

ア メ リカの大学 か らの交換学生 であるか ら全員 アメ リカ人 である。英

語で行われ る講 義をい くつ か と,週5コ マの 日本 語 を勉強 してい る。9

月 の プレー スメ ン ト・テス トで上級 と認定 され た学生 である。

これ ら3種 類 の クラスは,第 一 に国籍 が違 い,学 習歴 が違 い,学 習 目標

が違 うので,同 じ上級 といつて も,同 一 の教材 を同 じよ うに扱 うこ とはで

きない。各 クラスの特徴 を考慮 して,そ れ に適 した教材 を,そ れ に適 した

扱い方 を選 定 しな ければな らな い。以下各 クラスの特徴 を記 し,従 って学

習 目標 にもはっき りした違 いが ある点 をお分 り頂 こ う。

1。 学部 ・大学院生A・Bク ラス

この クラスには・入学 に際 して・ 日本人 の学生 と同様 に授業 を受 講 でき

ると判定 された者 がはい ってい る。従 って,本 来な らば,

a・ 講義が聴 き とれ る

b、 レポー ト・論 文が書 ける

c,ゼ ミナールで 口頭 発表がで きる

とい う学生達 で・そのそれぞれが・正確 に行 な えるよ うにす るとい うの

が,こ の クラスでの学習 目標のはずであ る。 まして,台 湾 ・韓国の学 生 が

9割 まで とい うことであれば,お おかたの雑誌 ・単行本 を教材 として,精

読 ・速読 は もちろん,要 約文 ・小 論文 な ども可能 のはずで ある。特 に,台

湾 の学生達 は,兵 役 を終 え,向 こ うの大学 を終 えてか ら留学 して来 るので,

・年齢的 にかな り高 く,そ の点 も授業 に際 して考慮 しな ければな らない。そ

こで,理 屈 か ら言 えば,か なり難 か しい教材 で良いこ とにな るのだが,実

際にはそ うはいかない。第一に・来 目直後 の学生達 は・日本語 での講義 に・

半数以上 が,程 度 の差 こそあれ困難 を感 じている。 第2年 度Aク ラスの

学生 で さえ,講 義 がほぽ分 るとい うのは全体 の三分 の一 であ る。 試み に・

1)」7は この時ただ一度おかれた特別なクラスで・通常はJ5・J6が 国際部に於

ける上級である。
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本 年度Aク ラスで,先 ず各学部 での講義 の理 解度 を自己評価 させてみた。

.10名 中,だ いたい分 るのが3名,80%が3名,60%が3名 ・50%解1名 ・

であった。その後で,書 き取 りを し,更 にそれを もとに しての聴解 テス ト

を行な った結果,95%1名,90%2名,80%台2名,70%台2名,60%

台3名 とな った。 自己評価 よ り結果 が悪 かった学生 は・当地 と湯治・同時

と当時の よ うに,清 濁音 の混同か ら来 る誤 りが多 く・ その後 の学習で もこ

の欠点が 目立った学生 であづた。第2年 度生 であ 弥 前年度 も私 の授業 に

出ていた学生 が8名 いた こと,書 き取 りが 既習の 箇所 であったことか ら,

この採 点は講義 の際 よ りそれ ぞれ10%ぐ らい高 い とみなけれ ばな るまい。

発音のなれ とい うこ とは・聴解 の際 に重要な要素だ しマ内容 が分 っている

といない とでは,こ れ また大部違 って来 るみ私 の授業 が今年度最初 の学生

は,自 己評価 も60%,50%,結 果 も60%台 で あ った。 それに加 え,.日 本

語 の教師 は語彙や発音 に無意識 の うちに注意 をは らっているけれ ど も,講

義 の場合 はそ うで はない。概 して学生数 も比較 にな らぬほ ど多 く・教師 に

質問な どできる状態で はないのであ る。聴解能力 を,高めるためには,ス ピ

ー ドを変 えた り,読 み方 を変 えるな ど工夫 するこ ともあるが,テ ープを聞

くな り,ラ ジオ ・テ レビを利用す るな り,い ろいろな話 し方 に接す る機会

を持つ よ うすす めな ければな らない。来 日早々 の第1年 度Bク ラス生に対

して薩,耳 で聞 く日本語 に早 くなれ させる とい う目的 で・・教材 のいかんに

かかわ らず,最 初の一か月目ぐらいは,教 師 の読 みきかせ,説 明,質 疑応 答

に重点 をお く。 とい うのは・学生達 は同国人同志・母国語で話 し合 ってV》

る場合が多 く"日 本人 の友達 も少 ない時期 であるので,授 業がナマの 目本

藷 に接す る機会 の大半 となるか らである。

このよ うに前期 の前半 には聴解 に重点 をお き,後 半 にはい っで・r書 く」

「話 す」 め両面 から,表 現 を とりいれて行 く。 新学期第一時間 目に,授 業

に対す る希 望 と将来 の抱負 を夢ず書 かせ るのだ 魁 授業 に対 す る希望 のよ

うな,短 くて具体的 な ことは十分書 けるが,抱 負 とい うこ とにな ると,ス ト

レー トに通 じる文 を書 ける学生 の方が少ない。 自由に思 った ことを書 く揚
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合,書 きたい ことと,そ れ に見合 った表現 が結 びついていな い と言 え よ う。

このこ とは,レ ポー トの際に,書 き手ろ 困難 を感 じるで あろ うが,読 み

手 が非常な困難 を覚え るので,是 非早 く表現力 をつ けな ければな らない。

つ ま り,A・Bタ ラスでは,a.講 義 が きけるよ うにする。b,レ ポー トが

書 けるよ うにす る6と い う2点 が重要 なポイ ン トであ り,学 生達 も授業 に

対 して この点 を強 くのぞんでい る。

そこで教材 の選定にあたって は,

a,筋 道 がはっ きりしている一 つ ま・り聴解.・要約 に適 した理解 しやす

い内容で あること。

b.語 彙 が豊富で,し か も一般的 で あるご と・

c、 週1度,1コ マ の うちでンノ」・さいま とめができるこ と。

を目標 として選 定す るこ とにな る。 この目標 は・ 「教養 」 の部門 ではか

な り達 せ られ るのだが,r文 学 」 の部 門 にな るとむ ずか しい。 正直 に言 っ

て,商 学部 ・政経学部 な どの学 生が大半 を占めるA・Bク ラスで,ど の よ

うに 「文学 」の教材 を扱 うべきか,私 自身 いつ も迷 ってい る所 であ る。

II語 研専修生G3ク ラス

このクラスの特徴 は,国 籍 ・年齢 ・学習 目標,そ の全 てが多種 多様で あ

るとい うことだ。国籍 が,U・S.A、,フ ランス,イ ン ドネシヤ,エ ジプ ト,

台湾,韓 国 と違 い,同 じU,S,A.で も,ハ クイの 日系,中 国系,本 土 の白

人 といった工合 であれば,年 齢 の方 も,高 校卒業直後 の女子学生 か らかな

り年輩 の外交官 まで,学 習 目標 も,来 春 の入学試験 に備 え るものあ り,日

本研究 あ り,将 来 の日本語教師 あ りで・授業 の焦点がなん とも絞 りに くい。

このよ うな場合 には,「 読 む」「聞 く」の理解面 と,r話 す」「書 く」 の表現

面 を平 均 して学 習す るよ う:こしな けれぱな らない。教材 も 「教養」 の部 門

で あったた め,「 文化論」 のよ うな もので,内 容 ・語彙 ができるだけ多方

面 に行 きわた り,い ろいろな学生 の学習 目的 に適 うこ とを期 したが,そ れ

だ けに底 が浅い とい う観 は否めない、 このクラスの長所 は,多 様な国籍 の
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た め・共通 語が 日本語 であ るとい うことで・学生達 の動 きがつかみゃすい

とい う点で あ り,学 生達 のま とま りも良 い とい う点であった。

∬1国 際部 」7および 」5

私は国際部では初級から中級を担当することが多 く,上 級 とい うとこの

非常に特殊な形であった 」7と,9月 の新学期に中級教科書から始 め,春

学期に上級教材を使 う.ことになったJ5の2回 だけである。特殊な形 とい

うのは,図 抜けたカを持った学生が何人かいたため,個 別指導に近い週3

コマの選択授業 となったのである。国際部の上級のカを持った学生の学習

目標鵡 日本語をマスターするとい う所にあるので,学 習も自主的且つ意

欲的である。」7の ように自分のや りたいものの選択ができると・教師や友

達 の助けを借 りて,ど ん どん自学 自習する.こ の点については,国 際部の

学生が上記2ク ラスの学生 と違って,日 本人の家庭に滞在 していること,

またアメリカ人に対する目本の学生達の反応が東南アジヤ人に対する反応

とは達うことの2点 も無幌できない。彼等の選択する書物は,日 本人の学

生達の好み とよく似ているのである。表現に関 しても,か な り長文の課題

作文 ・自由作文の両方を,比 較的楽に書いていた と思 う。 「話す」 とい う

点では,特 に指導の必要を認めないぐらい日常会話をこなしていた。

」5の方は 」7に比べると,理 解の面でも表現の面でも劣 っているのは当

然 であったが・その学力,人 数などが分っており,学 生達の希望 をきいて

教材 を選定するとい う利点があ り,」5な りのレベルで,学 生の希望にそ

った授業を持つことができた。

国際部の学生 とい うのは・全員アメ リカ人があることから,大 学 とか専

攻 とかに対する考え方が自由で 巾広い事が,学 習の面にもやはり反映 し,

教材やその扱い方についてもどんどん意見が出て,考 えようによっては張

りがある代 りにおそろしくもある所だ。

」7の学生達の大半がそのまま日本に残 り・企業内で働いていたとい う事

実 からみて・日本人の外国人観を考慮に入れるにしても,や はりそれに応
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じられ るだけの目本語のカをつけた彼等の学習法 を評価す る必 要 が あろ

う。

次 に,上 記3ク ラスで,実 際に,ど んな教材 を どのよ うに扱 ったか を示

したい。

1。 学部 ・大学院A・Bク ラス

a.「 教養」使用教材 『タテ社会の人間関係』中根千枝

意図した点は,理 解すべき点 として,

1)述 べられている所 を論理的に理解す る。

2)目 本 の社会を心理的に理解する。

3〉 敬語 ・受給表現の必然性を理解する。

表現すべき点として,

1〉 各章のまとめ一 要約文 ・口頭発表

2)自 国の人間関係との対比一 同上

3)敬 語 ・受給表現の正確な使用。

この クラスは学生 の レベ/レも揃 ってお り,ほ ぽ意図 した通 りの授業 を行

うことが可能 であった。評価の場合 にも,理 解 をみ るための所 謂ぺ一パ ー

テ ス トと,要 約文(400字 詰n枚 程度〉,そ れ に表現 の もう一つ の形 と して

人 間関係 とい う題 で作成 した3分 間 スピーチ の3種 類 によった。 口頭 表現

能力の評価 を客観 的に 行な うこ とは難 しいが,2)こ の場合,そ のスピーチ

をテー プに とり,次 の時問に全員で聞 きなが ら,訂 正 ・批評 し・更 に内容

に関 して他 の学生 からの意見を出 させ た。

この教材 は どのよ うに叛 って もそれ なPの 効果 をあげ られるので,他 に

何 回 も使 われ ているよ うで ある。

2)講 座 目本語教育,第15分 冊,初 級 日本語における口頭表現能力の評価(安 藤

淑子)を 参照頂きたい。
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b,「 教養」使用教材 『手 ごたえのある生を求めて』加藤諦三

これは日本の高校生向きとでも言 うか,1篇 が文庫本2～3頁 という,短

い随想3章.50篇 から成 っているもので,表 現はともかく,語 彙の数や種

類 から上級 として必ずしも適当ではないのだが,週1度 の授業の,そ の時

問以内に読み切ってしまい,感 憩をのべるか,作 文 を書 くか,つ まり毎週

理解 と表現 をまとめられることを意図 したものである。

結果 として,読 解 ・聴解 ともに容易であった魁 口頭で感想をのべる・

同 じテーマで短い作文を書 くとい う表現面では,な かなか期待 した効果が

得 られなかった。口頭表現 も質問に答えるという形では可能なのだが,積

極的な感想がな く,書 く方 も,要 約はまあまあだが自由作文は書けないと

い うように・この教材で狙いをつけた点が空回 りに終 る恐れが出て来たの

で,こ の教材は前期で打ち切った6

後期は,前 期 と対照的に,漢 字語彙がかなり多 く,容 観的な教材をと,

結局新聞を教材に選んだ。 「書 く」カを高めるために,論 説のまとめ,事

実の要約,投 書など,そ れぞれの記事を読んだ後に行わせた。特に投書を

とりまとめ 「B3の 声」 を刷 弘 それ自体を教材 として助詞の練習や接続

詞の使い方・またより適切な表現の呈示など,文 を書 く際の細かな注意事

項をも再確認させた。クラスの学生には,後 期の授業のほうが好まれた。

c,「 教養」使用教材 『生 きる意咲』椎名鱗三

この教材は・講演調の話 しことぱ体であることと,同 一語彙 ・同一表現

の繰り返 しが多いことから・聴解力を高めることを意図 して選定 した。

聴解力を高めるといっても,単 に読みきかせや書き取 りのくり返 しだけ

でできるものではない・結局のところ,語 彙や表現を着実にふやさなけれ

ぱならないのだが,そ の揚合,音 と意味が正確に結びついた語彙であP表

現でない と困るのである。漢字系の学生達は,漢 字 を目にすると,意 味が

分 ってしまうか・分ったつもりになって・自分 はそのことぱを知 っている

と思ってしまう。教師の側 も・質問 してみて意味が分 っていれば,彼 等が.

そのことばを知っているものと考えがちである。 しかし,講 義中にそのこ
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とばが発音 され た時 に,既 に知 ってい ることば として理解で きるか とい え

ぱ,必 ず しもそ うではない。 これが国際部 の学生で あれば,漢 字 を見た時

に意味 も発音 も分 らな いか ら,先 ず発音 を調べ・つ ぎに意味 を知 る.そ し

てそのこ とばを,音 と意味 を含ん だ全的な もの として自分 の知識に加 える。

しか し,漢 字系 の学生 はそ の音 の所 を省略 す るわ けであるか ら,耳 か らは

いってきた揚合 にはシ往々 にして未知 の ことば とな って しま う。 そ こで音

と意味 を結 びつ けさせるために・ふ りがな をつけ させ る と同時 に・発音 か

ら意味 を理解 させ る訓 練をできるだけ多 く行 わなければな らない。書 き取

りとい うと,日 本語 には同 じ発音 で意味 の異 なる語 が多いこ 払 同 じよ う

な発音 で似 たよ うな意味 のことばが多い こ とに改 めて気付かせ られ る・ そ

のため,音 と意味 とを結 びつけるとい って も・ その語 が使やれてい る文全

体 で把握 させなけれ ばな らない。「好天 に恵 まれて」は 「荒天 に恵 まれて」

ではいけない のだo

曾生 きる意 味』を選定 したの は,こ れが講 演で あ り,聴 衆,す なわち 「聞

く」 こ とによる理解 を前提 とした ものであ るか ら・聴解にむいてい ると判

断 したためであ り,又,内 容1こ関 して,著 者 が 「この本 は この世 の 『ホ ン ト

ウ』 といわれ るもの の正体 は何 か とい う事 を追究 した・最近 の私 の文章 や.

ら講演や らを集 めた もので あります」 と記 してい るよ うに,一 つ のこ とを

追 究 してい るので,同 じことば,同 じ言い廻 しが何度も何度 も出て来 る所

を狙い とした。 確 かに話 しことばで読 み きかせ ると聞 く方 に余裕 があ る。

講 演であ るか ら,分 るよ うに分 るよ うにと展 開 して行 く、同 じことば の く

り返 しに も効果 がある。 ここに出て来 る ことば を覚 え,表 現 を覚 える とい

う点 では当初 の 目的 を達 したが,反 面単調 さと,語 彙 が少 ない とい う欠点

も目についた。又 「書 く」 とい う点 で この教材 は利用 しに くく,む しろ こ

のクラスの学生達 の欠点 で ある助詞の使 用 に特徴 があったので,助 詞 の挿

入 練習 の教材 として使用 した。A・Bク ラスではだいたい前期 を聴 解 を中

心 とす る理解 に,後 期 を表現 にあててい るので,こ の教材 も前 期で打 ち切

った。然 し,比 較的容易な聴解 を重 ねたためか,後 期の授業 に於 ける聴解
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溝抵抗な く行 えたよ うな気がす る。

後期 はこのクラス も新聞 を教材 と.したが,ゼ ミナール形 式 とい うか,各

自にある記事 を責任 を もって分担 させ,教 師に代 ってその部分 の学習 を扱

わせた。撮 い方 は各 自の自由であるが,自 分 の分担 した所 は,辞 書 をひ く

な り人 に聞 くな りして,読 み と意味を調 ぺて来 なければな らない し,質 問

があれば説明 しな ければな らない、教師 は随時補足す るほか,担 当者 にそ

の記事 の主眼点 を説 明 させるよ うな質問 を行 った。

d,「 文学」使用教材 『真夏 の死』三島由紀夫

A・B,ク ラ スで 「文 学」の教材 を選定 するこ とは私 に とって非常 に難 し

い。週1コ マ,商 学部 ・政経学部生 が多 いこのクラスで,聴 解能力 と表現

能力 を高 め得 る文学 作品 とい うのは難 しい注文 である。

日本語 の学 習にあたって,「 言語的」 に学習 す る場合,知 識 として 「外

界的Jに 学習 する場合,更 に 「心理的 」 に学習す る揚合 と考 えて 「言語」

「教養」 「文 学」 の三部門 に分 かれ てい る とすれば ,「 文学」 では心理的 意・

味 の読解 な り表現 な りに主眼 をお くべ きであろ う。 もちろん日本 人の精 神

構造 をぬきに して 目本語 をマスターす るこ とはで きない。しか し,こ とA・

Bク ラスの学生 に関 しては もっ とさし迫 った学習 目標 渉ある。 そこで 「文

学 」の部 門で も1素 材 は文学 でもそれ を言語的に扱 った り,外 的条件 とし

て扱 った りした方 が学生達 の望む所 であ った りす る。 しか し・ どのよ うに

扱 うにせ よ・ 文学作 品.とい うものは 「言 語」 「教養」 の素材 とは違 って外

国人 に理解 しに くい表現 に満 ちてい る。

ちなみ に,言 語生活$30号 に,「 外国人 に難 しい日本 語的表現(村 崎恭子

東京 外国語大学助教 授)」 の実例 が挙 げ られてい る。

それに よると・動詞 では・「あそぶ」「しま う」rが んばる」「かわいが る」

「い じめる」 「骨え る」な ど
。 形容詞 ・形容動詞では,「 心細 い」 「だるいJ

「くや しい』 「なごや かな」 「じみなJ「 なつか しい」 「あざま しい」 な ど
。

更 に 「や りもらい」表現.被 害 の受身。「Vて い くJ「Vて くる」 の文末表

現。 副詞群 の使いわ け。擬態語。後置詞。連体後詞 。 こそあ ど。敬語。 そ
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の一つ一つが如何 に理 解 され に くいかが解説 されているのだが・ これ らの

表現 こそ文学 作品 を構成 してい る要 素なのであ り,文 学作 品を扱 うとい う

ことは,と りもなお さず,理 解 され ることの困難 さと直面 す ることにな る

のである。

『真夏 の死』の中に次 のよ うな文章 がある。

安枝 は老嬢 である。長女 が生 まれ た時,育 児 の手の まわ りかねた朝子

は,良 人 と相談 して安枝 を郷里 の小都会 か ら東京 の田園調布 の生田家へ

引 き取 った。安枝 の婚 期のお くれ たのには,こ れ とい って理 由があるの

ではない。顔 だ ちも,色 気 こそないがそ う醜 い とい うのではない。漫然

と縁談 をことわ ってい る うちに・いつ か婚期 をす ぎていたのであ る。…

安枝は気 が きかなか った び,気 立てはま ことによかった。年下 の朝子 を

姉 さん と呼んで,こ とご とに立て るの を忘 れない。

ここでは,「 手 のまわ りかねた」 「これ とい って」 「漫然 とこ とわる」 と

いった表現 が理 解 され に くく,「 婚期 のお くれ た」「婚期 をす ぎ」 の両者 も

それ ぞれ 「お くれ るJ「 す ぎるJの 動詞 がひっかか り,「 顔 だち』「気 立 て」

「こ とごとに立てる」 の 「立つ」や 「色気」 「気 立てJ「 気 が きかない」の

「気」.の理解 に至 っては1語1語 の言語的 意味 だけで も 日本語 の説 明では

うなず く所 までいかず,買 本語一 母国語 の辞書 を見て もなお判 然 としな

い有様 であった。 とて もこの部分の心理 的意味な どとい う所 へ までは行 け

なヤ・。

それ ら理解 されに くい表現 に類似 の表現 を示 した り・い ろい ろな揚面 で

の用法 を示 した り,結 局,意 図 した速読 による状況 の変化 の把握 とい う目

的 とは全 く逆 の精 読 の授業になって しまったが,こ れ は,三 島 由紀夫 のよ

うな 目本 の大学生 に とって さえ難 しい作家 を選 んだ結果 で,い って みれ ば

教 材の選定 が適当でな かったわ けであ る、ただ,こ の頃 の留学生達 は,そ

の特異 な最期 のせ いでか三 島由紀夫 を知 ってお り,そ の精神構造 に興味 を

示 す者 が多 いので,や は り名前 を知 ってい る作家 の ものを読 んでや りたい

とい う気持 はあ った。'次 の年,再 度 三島由紀夫 を 選定,こ の時 はr金 閣
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寺』。主眼を外界的意味に絞 り,金 閣寺の建築,寺 院の勤行,北 陸の風景

などを写真の助 けを借 りて説明する一方.主 人公の性格,母 親の野心など,

比較的わかりやすい心理的意味の読みとりにも集中した、後期は巻末の評

論と年譜を読んで三島由紀夫の大ざっぱな姿をつかませ,そ の評論の要約

文を書かせて全体のまとめとさせた。

いずれの場合にしてもr文 学」・の揚合には読むことに主力が注がれてし

まうので,表 現力をつける訓練とはならなかった恨みがのこった。

'e・ 「文学」使用教材 『少年 ・あかね雲』井上靖

これは著者の自伝風な短 ・中篇小説集であ り,「文学一 ではあるが 「教

養」の場合 と同じく,A・Bク ラスの学生の主な学習 目標に適 うよう選定

したものである。「文学」であることにとらわれず,読 みきかせて筋 を話

させる,書 き取 ら号て質問に答えさせる,速 認 弔よって登場人物 の心理状

態を説明させるなど,い くつかの形をとった。三島作品 と違 って語彙も分

・勢やす く,短 篇であるし,自 伝であるので心理的意味もつかみやす く,三

島作品で学生にみられた理解困難 といった揚面 には出会わなかったが,心

理にしろ,文 体にしろ,特 徴あるもの としてつかませる事ができなかった、

同じ短篇集でも,他 のクラスで芥川龍之介の 『蜘蛛の糸 ・杜子春』を読

んだ時には,主 題 の要約を書かせたり口頭で表現 させた り目,多く出てくる

擬態語をとりあげてその説明を行 ったり,敬 語 と普通体にふれた り,文 章

の中に表れている日本語の特徴 をねき出 し,合 わせて芥川の文体の特徴づ

けも行 った。

II.語 研專修生G3ク ラス

r教養」使用教材r暮 らしの思想』加藤秀俊r日 本語 と話 しことぱ』内

村直也

先に述ぺたように,こ のクラスはいろいろな点で多種多様であるという

ことが,早 稲田の上級クラスでの特徴である.

人種の多様性は共通語が目本語であるという利点のほかに,漢 字系 ・非
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漢字系それぞれの長所 ・短所が明確にな り,お 互いに助 け合 うことができ

ると,結 果的には良い事であったが・学習目標 が多様であるということは・

純えず一部分の要求にしか応じていないことでもある。 目本文化や知識を

求める学生達は,速 読で語彙と知識を得ることをのぞむ し,入 試の準備を

行 っているものは文法の細部の説明を求める。目本語教師を目ざしている

学生は,教 授法の様たな型を覚えたいと言 うし,外 交官 ともなると流暢な

会話を欲する。それらの希望にこたえるには,下 準備の際・教材のどの部

分でどんな扱い方 をするか,そ の型3)を組み合わせてお き・ どの学生にと

っても授業が自分の学習 目標 とかけ離れたものではない との感 じを抱かせ

るように努めた。しかし意図した程の効果は挙げられず,授 業のあと個々

の質問に応 じて処理 したというのが実際である。 このクラスは,非 漢字系

が多かったから,速 読 を行 う場合にほ,前 もって教師が読んでや り,自 習

を助ける配慮 も必要であった。又,目 本 についての知識及び文化論などを

読む場合,言 語的意味は辞書で調べることができても・形 とか地理的配置

などの外界的意味や摩史的意味をつかむには,写 真 ・地図 ・表などの視覚

教材も準備する必要がある。r暮 らしの思想』の中の 「地図と旅行」では・

広重の東海道五十三次が大いに役立った。

このクラスで他の上級クラスと違 う点がもう一つあった、それは同じ教

材を二人の教師が リレー式で教えたという点である.

複数の教師による読みつぎには・二つのや り方がある・一つは教師がそ

れぞれ自由に進 めるや り方。もう一つは教師同志前もって話 しあい,授 業

をどのように進めるかをとりきめ,両者が同じように進めるや り方である。

文型6ド リル ・文法事項 ・講読 と,パ ターンの定めやすい 初級にくらべ・

上級ではパターンを定めること自体難 しいし,ど んな展開にな拳かは授業

を行ってみなければ分らないのであるが,実 際問題 として,一 方の教師が

5頁 進むのに他方は1頁 ということになると,学 生の問から必ず不満が出

3〉 この点に関しては,14分 冊,上 蔽教材の扱い方(坪 井 佐奈枝)53一 異 頁を参

.照して頂きたい。
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る。語研では教師の自由に任 され,連 絡帳で進度を知 らせ合 うわけだが・

それによって余 り極端な差が出ないよう調整することが可能である。 た

だ,こ のや り方は,試 験問題作成の際,値 の教師の教えた部分に対 してど

うするとい うことが問題であった。結局一人が文法事項 ・説明 ・漢字など

の細部の試験,他 方が論文形式による全体の把握を評価するとい う両面で

の評価を持 ち寄ったが,ク ラスの人員も余 り多 くないため,平 常の授業で

学生の学力が把握 されているから・この点 もあまり問題 とはならなかった・

凪 国際部a.J7

使 用 教材 『日本 人 の知恵』林屋 ・梅樟他

国際部 の学生は,学 部 ・大学院の学生 と対照的 に,耳 か らはい って来 る

こ とばに強 く,漢 字 に弱い。然 し漢字語彙に対 す る とりくみ方は積極的 で,

「話 す」 に しろ
,「書 く」に しろ,ど ん どん使用 する。耳 か らはい って来 る

こ とぱに強い のは,ホ ームステイ とい う制度 に加 え,1年 の問 にこ とばや

風習 を どんどん学 ぽ うとい う彼等 の積極的 な姿勢,そ れに 日本人 の側か ら

の接近 とい う三者がか らみ合 っているのだが,そ の結果,こ とばや言い廻

しが 日常生活 に関連 のあ るものに偏 る とい うこ とはいえよ う。 学生用語,

流 行語 を断片的 にきき覚 えて使用 するの も国際部 の特徴 である。そのため・

教室 では 「読 む」 「書 く」 に重点 をお く、 彼等 が接 する 目本人 の考 え方 な

り暮 らし方 を総体的 につか ませ るのが目標 である。 そのために,文 化論 ・

日本 論 といったものを共通教材 として教室 で読 み,あ とは個 々の希望 に応

じ,読 み たい専門書 である とか文学書 を自習 させ,教 室 で質問 の時問 に質

問 させ,ヰ 週 に1度 ぐらい概要 を記 して提出 させ,或 いは皆 の前 で口頭 で

発表 させ た。 この際提出 され たものは松本清張 のr神 と野獣 の 日』 につい

て1,日 本 のフォー クソングr神 田川』 にっいて1,茶 道 について1・ とい

った状況 であった。 また,日 米交歓の集 いで 目本 での体験 を語 るこ とにな

った学生 には,ス ピーチをさせ てテープに とり,他 の学生達 に批評 ・訂正

させ た。
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F

共通教材 は 『日本人 の知 恵』で,「 系図」「お城」「石 」な どを読 ん だ。

この クラスは 自分 の意見 をかな り明確 に伝 え られ る レベ ルであったせい

か,r日 本 は 一 ・」 とか,r日 本入は 一 ・Jと い う一般 化 され た言い方 に対

して反発 が強 かった。 「石」 の中に昭和基地 の石 を持 ち帰 った揚面 が あ り・

次 に 「西 洋人 だって旅先 の記念 に海辺の石 な どをひ ろって帰 るこ ともあ る

が,そ れ は石それ 自身 が きれい だから とい った こ とが動 機にな ってい る。

それにそんな ことは若 い人 がや ることで大 人が石 を集 めた Ωした ら子 ども

っぽい こととみな され る。 しか し日本人 は記念 に石 を収集 するこ とで・石

に託 して往時の さま ざま の思い出を再現 す るこ とができる。 石が過去 の・

そ して揚所 のイ メー ジをあ りあ9と 呼びお こす のであった」 とい う文章 が

あった.読 み終 った一人 が即座 に,「 先生,月 か ら石 を持 って来 た人がい

ま したね。 あれ も日本人 で したか」 作者 の 優越感 のよ うな ものを読 み と

弘 それ を椰 楡で きるとはかな り高度 の学力 である。彼等 の反 発を逆手 に

とって,ま とめとして 「目本論」 もしくは 「目本人論」 を書 かせたぶ,3

種 類 のクラスの中で は抜群 に面 白い ものであった。

ただここで注意 した事 は,彼 等 は積極的 にいろいろな表現 を用 い るのだ

が,自 学 自習 に熱心な あま 弘 ひ とりよが りな用法 が多か った ことだ。た

とえば,

「新 幹線 の中で隣 り合 わせた 日本人 が ぼ くにす る質 問はいつ もきまって

いる。"ア メ リカ人 は 日本人の ことを どう思 ってい ますか"と い うのがそ

れである。多 くのアメ リカ人は 日常生活 では外 国入 と接触 しない し・一生

の間に必 ず外 国旅行 に行 くわけではないか ら,諺 の言 う通 り 『去 る者 は 日

々に疎 し』 この答 は自分 で作 り出すよ り良い し,真 相 だと思 う」

何故 ここに突然 この諺 が出て来 るのか一瞬 呈気 に と られ たものだ。 しか

し言 ってみれぱ毎度 の ことで 《Outofsight,outofmind.》,つ ま り会

った ことがなければ考 え も しない と言いたいのだろ うと見当 をつ ける。 そ

れ と同時に,諺 を訳文 で覚えてはい けない と注意 しな けれ ばな らないこ と

に も気付 く。授業 の際に極 力日本語だ けに説 明 を限 るのは,こ のよ うに(学
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生が読 んだ 目本語)一(英 語)一(学 生 が使 う日本語),こ の三者 が常 に同じこ

とばである為 にである。そ の為に教 師が英語 に通 じていなけれ ばな らな い

が,通 じているあま り,す ぐ翻訳に陥 って しま ってはい けないのである。

b.」5

使 用教材 『坊 ちゃん』夏 目漱石

J7に 比 べ るとかな り学力 の低 いクラスでr坊 ちゃん』 をその まま読 む

ことはできず,第 一章 を書 き直 し,ふ りびなを多 くふ り,注 釈 を別刷 りに

して渡 して読解 を助 けた。教材 の方 もそのよ うに細工 した外・殆ん どの学

生 が英語で読 ん でいた こともあり,英 訳 を参考 にさせ た上 で,教 師の説 明

は,日 本 語 だけで行 った。 これは翻訳 とい うこ との もた らす結果 を彼 等 に

知 らせ るた めにであ る。 それに して も漱石 はむず か しい。

「おれ を見 るたぴ に
,こ いつは どうせろ くな者 にはな らない と,お や じ

が言った。乱暴 で乱暴 で行 く先 が案 じ られ る,と 母がい った。な るほ どろ
,,,.9

くな者 にはな らない。 ご らんの とお りのしまつであ る」
の ワ し 　 の レ 　 し 　 レ の 　 　 ひ じ 　 ロ じ ロ し 　 じ の

このような文はむしろ翻訳 してしまった方が分 るのだが,日 本語では悪

戦苦闘であった。然 し,こ のような文 を通 して,文 章は単にことばの置き

換えだけで表わせるものではないこと。またあることぱは常に同 じ英語に

翻訳されるものではないことを学生達が再確認 し,最 終試験 で,一 部分 を

英訳させた際,そ れな りの努力をしたことで,こ の教材を選定 した目的 は

ほぼ達せ られたと思 う。英訳を利用 して英語から離れさせる方法は,機 会

があればまた試みてみたいと思 う。

以上,受 け持 ったクラスの関係から,学 部 ・大学院生 クラスに偏 りすぎ

たきらいはあるが一 口に上級 といっても,ク ラスの特質によって,教 材 を

いろいろに扱わなければならない とヤ・うことはごらん頂 けたと思 う。

上級教材の選定にあたっては,人 種 ・学習目標 ・授業時問 といった学生

側の条件を考慮すると同時に,内 容 ・語彙 ・表現 といった教材の条件び上

級 として適当かどうかに加えうその教材 をどのように扱 うかを定めて選定

することが必要であろう。そして当初 目指 した扱い方が可能なように学生
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に働きかける一方で,能 力や興味の点からどうしても学生が対応できない

場合には,次 善の扱い方に切 り換え得る柔軟性 も持たなけれぱなるまい。
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